
１．補正予算規模

補正予算額 △ 260,344千円

当初予算額 15,700,000千円

補正後予算額 17,932,607千円 (当初比14.2%増)

２．補正予算の内容

（主な投資的経費）

県営事業負担金 19,900千円

（主な消費的経費等）

教育施設整備基金積立 200,003千円

行政手続オンライン化システム改修業務委託料 6,236千円

（決算見込みによる調整で減額となった主なもの）

社会資本整備総合交付金事業費 △ 156,745千円

ふるさと納税返礼業務委託料 △ 78,732千円

保護費 △ 65,520千円

福祉医療扶助 △ 38,000千円

３．補正予算の主な財源内訳

市税 △ 54,000千円

普通交付税 749,593千円

寄附金 △ 99,470千円

　（「なまはげの里男鹿」応援寄附金） △ 100,000千円

　（一般寄附金） 430千円
　（企業版ふるさと納税寄附金） 100千円
国庫支出金 △ 227,753千円
　（社会資本整備総合交付金） △ 83,280千円
　（生活保護費負担金） △ 59,640千円
県支出金 △ 65,306千円
　（福祉医療給付費等補助金） △ 17,966千円
繰入金 △ 646,927千円
　（財政調整基金） △ 642,659千円
　（森林環境譲与税基金） △ 4,268千円
市債 126,300千円
　（過疎地域持続的発展基金積立事業債） 106,900千円
　（防災行政無線整備事業債） 39,400千円
　（最終処分場設備改修事業債） 27,400千円
　（経営体育成基盤整備事業債） 20,300千円
　（社会資本整備総合交付金事業債） △ 73,700千円
　（ため池等整備事業債） △ 300千円

　本補正予算は、ふるさと納税返礼業務委託料、生活保護費及び福祉医療扶助費などの

決算見込みによる調整を図るとともに、船越小学校大規模改修に要する経費の一部に充

てるための教育施設整備基金積立金のほか、男鹿市過疎地域持続的発展計画に登載した

「公共施設（市有建物）の除却・維持補修・管理事業」に要する経費の財源を確保する

ための過疎地域持続的発展基金積立金などを措置するものである。
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